










研究目的

　遺伝生化学の画期的進歩を背景として最近数多くの先天性代謝異常症が発見

され,従来原因不明であった病態が漸次明らかにされつつある。しかしこれら

先天性代謝異常症の多くは知能障害や痙彎等の中枢神経症状を呈し現在有効な

治療法はなく多くは小児期に死亡するか或いは重症心身障害児として悲惨な人

生を過すのが現状である。このような家庭ではまた患児が産まれたらという不

安のために子供を産むことを断念したり,妊娠中絶を行なう場合が多い。反面,

健康な子供を持ちたいという願望は切なるものがある。


